
【消防出初式を挙行】 

１月 7 日の早朝、朝の冷え込みが厳しい中、小学校グラウンドで

『畑野町消防出初式』が挙行されました。 

早朝にも関わらず、消防畑野分団と自主防災会の皆さんに出席い

ただく中で、防火・防災の決意を新たにいたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引き続き、亀岡市消防団、自主防災会など消防関係者 900 名を

集めた『亀岡市消防出初式』にも参加、幼年消防クラブ 460 名

と消防車輌 50 台とともに市中パレードも行って、防火・防災を

呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変寒い中をご苦労様でした。 

『自分たちのまちは自分たちで守る』という精神のもとに活動

願っている消防団の皆さんや自主防災会の皆さんがあってこそ、

町民のみんなが、毎日が安心して暮らせていることだと感謝いた

します。 ありがとうございます。 



【消防団が火災防御訓練を実施】 

春の暖かさとともに 火災の多発期を迎える 3 月 1 日から 7 日ま

で 全国春季火災予防運動が展開されています。 

その関連事業として 3 月 4 日（日）午前 7 時からの非常招集に

引き続いて 亀岡市消防団第三ブロック（畑野町・本梅町・宮前町・

東本梅町）の火災防御中継訓練が 宮前町自治会周辺で実施されま

した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この訓練は 大規模火災を想定し 第三ブロックが一丸となって消

火活動を実践するものです。 

また 消防団員に機材・器具の取り扱いに習熟させるとともに 各

分団の中継・連携手法、指揮・伝令手段など火災防御の中継実践に

対応できる基礎をつくることを目的に実施されました。 

 

 

 

 

  

 



【消防団入退団式が挙行されました】 

4 月 8 日（日）午前 7 時から、平成 30 年度のスタートにあたり、

消防団畑野分団の入退団式（分団出発式）が、自主防災会の各部長、

消防まとい会支部長、亀岡市消防団長も参加・見守りいただく中で、

畑野小学校グラウンドにおいて実施されました。 

 

 

 

 

 

 

 

残念ながら昨年度に続き新規入団者がなく、30 年度も団員 29 名

での組織となりますが、分団幹部が交代されたこともあって、心機

一転、団結と団員個々の士気を高め、有事の時に備えて、「畑野町

は我々たちで守る！」との精神で、一層切磋琢磨し、精進するよう

に… と逞しい分団長訓示がありました。 

30 年度の分団幹部は、次の皆さんです。 

分 団 長 ＝ 中井孝光   一班・千ケ畑 ＝ 班長 山内昭人 

副分団長 ＝ 道場健恵   二班・広 野 ＝ 班長 園田恭丈 

部    長 ＝ 中井洋平   三班・土ケ畑 ＝ 班長 中村豊彦 

  畑野町も高齢化が進み、消防団員への期待も高まっています。 

  団員の皆さんには、それぞれに仕事を持ちながら、地域防災のた

めに活動いただいていることに感謝を申し上げますとともに、地域

で数少ない若者の組織として、いろんな面で地域の担い手となって

力添えをいただきたいとの願いもあります。 

 そのためにも、消防団活動に対する町民の皆さまの深いご理解と

現在 欠員となっている団員確保へのご協力をお願いします。 

※  消防団員入団希望で心当たりの方がおられましたら自治会ま

で連絡をください 



【消防団が夏季訓練を実施】 

梅雨入り前の 6 月 3 日（日）、育親中学校グランドにおいて亀岡

市消防団第三ブロック（畑野町・本梅町・宮前町・東本梅町）の夏

季訓練が実施されました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この訓練は、災害時における団員の規律と迅速な行動の習得を目的

にして、毎年この時期に行われているもので、基礎訓練（各個訓練、

礼式訓練）と部隊訓練（部隊編成、小隊訓練）、消防ポンプ操法訓

練が実施されました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

大変に暑い中での訓練となりましたが、最後までご苦労様でした。 



【消防操法大会に出場】 

6 月 24 日（日）、川東学園グラウンドにおいて「第 37 回亀岡市

消防操法大会」が開催されました。 

畑野分団は、開会式直後の一番目に出場し、きびきびとした操法で

見学する多くの人に感動を与え、大きな拍手をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

この大会出場に向け 5 月から練習に励んでいただいてきた成果

は十分に発揮いただけたと思います。 

残念ながら上位入賞には至りませんでしたが、入賞した分団と比

べても各団員の規律、連携、スピード、美しさともに変わらぬ操法

で、大変素晴らしい出来栄えでした。 

消防団員の皆さんには、日々こうした訓練を重ね、有事に備えて

いただいていることにあらためて敬意と感謝を申し上げます。 

そして、ご苦労様でした。 


